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日
頃
よ
り
、
山
形
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
の
活
動
に
、
温
か
い
ご
理
解
、

ご
支
援
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
、
地
域
に
お

い
て
、
子
ど
も
た
ち
を
育
む
環
境
づ
く
り

に
、
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ

と
に
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
に
、
東
日
本

大
震
災
が
発
生
し
、
子
ど
も
た
ち
を
含
む

多
く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
亡
く

な
ら
れ
た
皆
様
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
捧

げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に

常

心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

山
形
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
で
呼
び
か
け
た

支
援
活
動
に
対
し
て
、
県
内
の
多
く
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
よ
り
、
多
大
な
る
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
多
く
の
皆
様
よ
り
ご
厚
情
を

賜
り
ま
し
た
こ
と
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

学
用
品
等
の
物
資
に
関
し
て
は
、
直
接
、

被
災
地
に
出
向
き
、
子
ど
も
た
ち
へ
手
渡

し
を
し
て
き
ま
し
た
。
義
援
金
に
つ
き
ま

し
て
は
、
山
形
県
内
に
避
難
さ
れ
て
い
る

子
ど
も
た
ち
や
ご
家
族
を
対
象
に
活
用
し

て
い
く
予
定
で
す
の
で
、
こ
の
紙
面
を
お

借
り
し
て
ご
報
告
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
、
山
形
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
は
、

「
築
こ
う　

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
溢
れ
る

ふ
る
さ
と
を
」
～
で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ

め
よ
う　

行
動
が
未
来
を
つ
く
る
～
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
様
々
な
活
動
を
展
開
し

て
き
ま
し
た
。

　

「
第
五
十
九
回
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
研
究

大
会　

ひ
ろ
し
ま
大
会
」
に
は
、
県
内
各

地
よ
り
多
く
の
方
々
に
ご
参
加
を
い
た
だ

き
、
研
修
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ひ
ろ
し
ま
大
会
で
は
全
国
の
仲
間
か
ら
、

被
災
地
に
向
け
て
熱
い
エ
ー
ル
を
も
ら
い
、

勇
気
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
震
災
の
影
響
で
一
日
開
催
と

な
っ
た
「
第
四
十
三
回
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
研

究
大
会
秋
田
大
会
」
で
は
、
東
日
本
大
震

災
と
い
う
未
曾
有
の
災
害
に
よ
り
、
大
き

な
痛
手
を
受
け
た
被
災
地
の
復
興
を
仲
間

と
と
も
に
誓
い
合
い
、
東
北
が
心
を
一
つ

に
し
た
感
動
の
大
会
で
し
た
。

　

「
第
六
十
三
回
山
形
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
大

会
」
を
小
国
町
に
お
い
て
開
催
し
、
千
名

を
超
え
る
皆
様
に
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
加
茂
水
族
館
館
長
の
村
上
龍
男
氏
に

よ
る
記
念
講
演
を
は
じ
め
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
取

り
組
む
べ
き
課
題
を
テ
ー
マ
に
、
五
つ
の

分
科
会
を
開
催
し
、
多
く
の
学
び
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
会
を
は
じ
め
と
す
る
西
置
賜

地
区
の
皆
様
が
、
施
設
の
条
件
が
限
ら
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
の
課
題
を
乗
り
越
え
て
、

広
域
連
携
の
下
、
思
い
の
伝
わ
る
素
晴
ら

し
い
大
会
を
開
催
し
て
く
れ
た
こ
と
に
、

心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

母
親
委
員
会
の
活
動
で
は
、
日
頃
、
子

ど
も
た
ち
と
接
す
る
時
間
の
多
い
母
親
な

ら
で
は
の
視
点
か
ら
、
子
育
て
の
悩
み
や

課
題
の
解
決
に
向
け
て
活
動
を
し
ま
し
た
。

　

山
形
県
教
育
委
員
会
と
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
と
の
合
同
教
育
懇
談
会
で
は
、

県
Ｐ
と
し
て
力
を
入
れ
て
い
る
読
書
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
意
見
を
交
換
し
、
有
意
義

な
懇
談
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
三
年
度
は
、
東
日
本
大
震
災

と
い
う
未
曾
有
の
震
災
に
直
面
し
社
会
全

体
が
揺
れ
動
く
中
で
、
各
地
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

皆
さ
ん
が
、
適
切
な
判
断
と
柔
軟
な
考
え

方
で
困
難
に
立
ち
向
か
っ
て
く
れ
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

強
い
絆
で
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
ご

尽
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。
一
年
間
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

「
子
ど
も
た
ち
の

　
　
　
　
笑
顔
の
た
め
に
」

山
形
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長　

武
　
田
　
岳
　
彦
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年
三
月
、
東
日
本
大
震

災
が
起
き
、
広
い
地
域

に
渡
り
、
多
大
な
被
害
に
見
舞

わ
れ
た
。
特
に
、
地
震
に
よ
っ

て
発
生
し
た
津
波
は
私
た
ち
の

想
定
を
は
る
か
に
超
え
、
多
く

の
命
が
奪
わ
れ
た
。
更
に
原
発

事
故
は
そ
の
後
の
復
興
を
遅
ら

せ
て
い
る
。
被
災
地
で
は
理
性

あ
る
行
動
が
賞
賛
さ
れ
、
お
互

い
に
助
け
合
う
姿
が
報
道
さ
れ

た
。
こ
の
度
の
震
災
に
対
し
、

国
内
外
か
ら
多
く
の
支
援
の
手

が
差
し
伸
べ
ら
れ
て
い
る
。
自

分
が
で
き
る
支
援
は
何
か
を
考

え
、
被
災
地
・
被
災
者
を
救
い

た
い
と
い
う
熱
い
思
い
か
ら
で

あ
る
。
そ
こ
に
は
、
温
か
い
心

が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
被
災
地
で
は
、
被
災

者
自
ら
が
、
こ
の
困
難
な
局
面

を
打
開
し
よ
う
と
、
気
持
ち
を

新
た
に
し
、
自
分
の
足
で
歩
み

始
め
て
い
る
。
家
族
や
仲
間
と

六
十
三
回
山
形
県
Ｐ
Ｔ

Ａ
研
修
大
会
西
置
賜
大

会
（
小
国
大
会
）
へ
、
県
内
各

地
よ
り
千
百
名
を
超
え
る
皆
様

に
ご
参
会
い
た
だ
き
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の

継
続
性
と
成
果
の
積
み
上
げ
を

ね
ら
い
、
山
形
大
会
の
テ
ー
マ

や
分
科
会
構
成
等
を
踏
襲
し
た

形
態
で
開
催
し
ま
し
た
。
第
一

分
科
会
で
は
「
統
廃
合
が
進
む

時
こ
そ
、
き
め
細
か
な
情
報
発

信
と
、
大
人
が
背
中
を
見
せ
連

携
を
強
化
す
る
こ
と
」、
第
二

分
科
会
で
は
「
親
が
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
を
教
え
、
社

会
性
や
情
報
化
社
会
に
お
け
る

倫
理
感
を
育
む
こ
と
」、
第
三

分
科
会
で
は
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は

自
ら
を
豊
か
に
す
る
場
、
一
過

昨

第

研修大会実行委員長
渡　邊　重　信

米沢市立第一中学校校長
島　津　真　一

自利の心と利他の心

山形県ＰＴＡ研修大会を終えて

共
に
歩
む
姿
が
新
聞
に
掲
載
さ
れ
、
困
難

を
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
力
強
い
気
持
ち

を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
私
た
ち
は

記
事
の
内
容
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
び
、

改
め
て
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
認
識
し
た
。

　

今
、
山
形
県
で
は
「
い
の
ち
の
教
育
」

が
推
進
さ
れ
て
い
る
。
変
化
す
る
時
代
を

主
体
的
に
生
き
抜
く
力
を
育
む
た
め
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
自
ず
と
「
生
き
る
力
」
に

も
通
じ
る
こ
と
だ
。
私
た
ち
は
、
い
の
ち

の
教
育
で
子
ど
も
に
付
け
よ
う
と
し
て
い

る
力
が
、
震
災
か
ら
の
復
興
で
も
必
要
と

さ
れ
る
資
質
で
は
な
い
か
と
考
え
さ
せ
ら

れ
た
。
震
災
に
限
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
の
先

行
き
不
透
明
な
社
会
を
生
き
抜
く
に
は
欠

か
せ
な
い
力
で
あ
る
。
そ
れ
を
育
む
た
め

に
、
家
庭
や
地
域
の
方
々
と
一
層
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
確
実
に
一
歩
一
歩
前
進

し
て
い
き
た
い
も
の
だ
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
行
事
な
ど
で
、
自
分
の
子
ど
も

同
様
に
、
他
の
子
ど
も
に
対
し
て
も
き
ち

ん
と
叱
り
、
誉
め
る
保
護
者
や
地
域
の

方
々
を
見
る
。
人
は
、
自
分
を
大
切
に
思

う
自
利
の
心
と
共
に
、
他
の
人
も
大
切
に

す
る
利
他
の
心
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
よ

う
だ
。
今
回
の
震
災
で
も
普
段
の
生
活
で

も
見
て
取
れ
る
。
こ
う
し
た
自
利
と
利
他

の
心
、
つ
ま
り
思
い
や
り
の
心
を
子
ど
も

た
ち
に
身
に
付
け
さ
せ
た
い
と
の
思
い
を

強
く
し
て
い
る
。

性
で
は
な
く
継
続
す
る
こ
と
」、
第
四
分

科
会
で
は
「
食
や
読
書
を
通
し
、
生
き

る
力
を
育
む
こ
と
」、
第
五
分
科
会
で
は

「
た
く
ま
し
い
心
と
体
は
、
規
則
正
し
い

生
活
と
朝
ご
飯
を
摂
る
こ
と
」
等
の
重
要

性
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、
鶴
岡
市
立
加
茂
水
族

館
館
長
村
上
龍
男
氏
よ
り
、「
落
ち
こ
ぼ

れ
が
つ
く
っ
た
、
世
界
一
の
ク
ラ
ゲ
水
族

館
」
と
題
し
た
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

「
ど
ん
な
子
に
も
目
と
手
を
か
け
、
子
ど

も
の
つ
ら
さ
を
わ
か
っ
て
や
る
こ
と
」

「
興
味
を
持
っ
た
こ
と
に
と
こ
と
ん
取
り

組
ま
せ
る
こ
と
」
の
大
切
さ
を
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

十
分
な
施
設
が
な
い
小
国
町
で
も
今
大

会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、

我
々
自
身
が
、『
未
来
を
主
体
的
に
切
り

拓
く
力
を
求
め
て
～
家
庭
・
学
校
・
地
域

の
調
和
あ
る
関
わ
り
を
通
し
て
～
』
の
大

会
主
題
を
、
理
解
し
実
践
で
き
た
成
果
だ

と
と
ら
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
関
係
者

の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
第
六
十
四
回
酒
田
飽
海
大
会
の

成
功
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
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年
度
も
「
命
の
尊
さ　

大
切
さ
」
の
テ
ー
マ
の

も
と
、
皆
様
に
支
え
て
い
た
だ

き
、
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
に
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
各
郡
・
市
Ｐ
Ｔ

Ａ
に
お
い
て
も
、
特
色
あ
る
活

動
が
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
こ

と
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
が
推
進
し
て
い
る
「
親
子
読

書
」
に
視
点
を
お
い
て
研
修
を

行
い
ま
し
た
。
研
修
は
、「
読

み
聞
か
せ
に
つ
い
て
」
～
本
を

読
む
子
は
必
ず
伸
び
る
～
学
校

図
書
館
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
五
十

嵐
絹
子
先
生
に
講
演
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
母
親
委
員
会
で

は
、「
な
ぜ
読
み
聞
か
せ
が
い

い
の
か
」
原
点
に
か
え
っ
て
、

学
ぼ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
家
庭
の
中
で
、
親
子
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
話
題

の
一
つ
に
し
て
ほ
し
い
。
そ

の
為
に
、
家
庭
で
で
き
る
こ

と
、
学
校
図
書
館
の
役
割
、
地

域
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
学
び

今
山形県ＰＴＡ母親委員会の活動報告

ま
し
た
。
本
を
読
む
子
ど
も
は
元
気
に
な

る
。
読
み
聞
か
せ
の
効
能
は
、
楽
し
さ
を

共
有
す
る
こ
と
が
で
き
、
読
み
聞
か
せ
は

愛
の
時
間
で
あ
る
。
読
書
や
読
み
聞
か
せ

は
、
心
豊
か
な
子
ど
も
の
育
ち
に
必
要
な

こ
と
で
す
。
子
ど
も
の
年
齢
に
よ
り
、
親

子
の
本
の
か
か
わ
り
方
は
違
っ
て
く
る
こ

と
で
し
ょ
う
。「
親
子
読
書
」
の
活
動
は

始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。
今
後
も
母
親
委

員
会
で
は
、
読
書
が
子
ど
も
た
ち
の
「
生

き
る
力
」
の
一
つ
に
な
る
よ
う
、
親
と
し

て
、
家
庭
で
で
き
る
こ
と
を
実
践
し
な
が

ら
、「
親
子
読
書
」
の
推
進
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
一
回
母
親
委
員
会　

五
月
二
十
七
日

◦
正
副
委
員
長
の
選
出

◦
活
動
計
画
及
び
情
報
交
換

◦�

研
修
「
い
の
ち
の
教
育
」
第
五
次
山
形
県
教

育
振
興
計
画
の
概
要
説
明

第
二
回
母
親
委
員
会　

九
月
九
日

◦
各
研
究
大
会
の
報
告
及
び
情
報
交
換

◦�

研
修
「
読
み
聞
か
せ
に
つ
い
て
」
～
本
を
読

む
子
は
必
ず
伸
び
る
～

�

講
師　

五
十
嵐
絹
子
氏

第
三
回
母
親
委
員
会　

十
一
月
十
一
日

◦
「
母
親
委
員
会
だ
よ
り
」
作
成
案

◦
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
大
会
等
の
報
告

◦
情
報
交
換

◦�

県
教
育
委
員
会
と
県
Ｐ
連
◦
高
Ｐ
連
の
合
同

教
育
懇
談
会
参
加

第
四
回
母
親
委
員
会

�

平
成
二
十
四
年
二
月
十
日

◦
「
母
親
委
員
会
だ
よ
り
」
に
つ
い
て

◦
今
年
度
の
反
省
及
び
情
報
交
換

◦�

研
修
「
月
経
教
育
の
実
態
調
査
か
ら
み
え
た

こ
と
」�

講
師　

山
口　

節
子
氏

各
地
区
の
お
も
な
活
動
報
告

《
山
形
市
》

◦
母
親
委
員
会
二
回

◦
拡
大
母
親
委
員
会
一
回

　

�

「
命　

親
子
の
か
か
わ
り
」
～
子
ど
も
の
将
来

を
み
つ
め
た
時
、
親
の
あ
り
方
と
は
～

�

講
師　

宇
野　

全
匡
氏

◦
運
営
委
員
研
修
一
回

　

�

「
子
ど
も
の
発
達
障
害
や
不
登
校
等
不
安
を
抱

え
る
家
庭
へ
の
理
解
と
協
力
」

�

講
師　

廣
田　

寛
子
氏

◦
「
マ
ザ
ー
ズ
ね
っ
と
わ
ー
く
」
発
行

《
上
山
市
》

◦
研
修
会
（
十
一
月
）「
脳
ト
レ
」

�

講
師　

庄
司　

直
樹
氏

◦
母
親
委
員
会
二
回
（
七
月
、
十
月
）

《
天
童
◦
東
村
山
地
区
》

◦�

母
親
委
員
会
総
会
（
地
区
小
中
Ｐ
か
ら
一
名
以

上
出
席
）

◦
母
の
集
い
（
講
師
を
招
い
て
の
講
演
会
）

◦
「
母
親
委
員
会
だ
よ
り
」
発
行

《
西
村
山
》

◦�

母
親
委
員
会
三
回　

＊
協
議　

＊
学
習
会
「
ボ

デ
ィ
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
」

◦�

代
表
委
員
会
三
回（
母
親
委
員
会
の
企
画
運
営
）

《
北
村
山
地
区
》

◦�

村
山
市
母
親
委
員
会
（
各
校
の
母
親
委
員
会
実

践
例
で
発
表
し
啓
発
す
る
。「
ビ
ー
マ
ム
む
ら

や
ま
」
発
行
）

◦�
大
石
田
町
母
親
委
員
会
（
講
演
会
）

◦�

尾
花
沢
市
母
親
委
員
会
（
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
の
活

動
の
み
）

《
最
上
地
区
》

◦
定
例
母
親
委
員
会
三
回

◦
地
区
母
親
委
員
会
全
員
研
修
会
年
一
回

《
米
沢
市
》

◦�

母
親
委
員
会
四
回　
（
五
月
七
日
、
七
月
九
日
、

十
一
月
十
九
日
、
二
月
二
十
五
日
）

　

＊�

活
動
報
告
・
計
画
、
役
員
選
出
、
情
報
交
換

　

＊�

研
修
「
自
分
自
身
を
輝
か
せ
話
し
行
動
し
て

み
よ
う
」

　

＊�

講
演
「
と
ま
ど
わ
な
い
子
ど
も
と
の
接
し

方
」
～
と
っ
さ
の
時
や
未
経
験
の
事
態
に
直

面
し
た
時
の
対
応
の
仕
方
～

　

＊
講
演
「
読
み
聞
か
せ
の
大
切
さ
」

《
東
置
賜
地
区
》

◦�

地
区
Ｐ
代
表
母
親
委
員
一
名
が
県
Ｐ
母
親
委
員

会
に
出
席
し
て
い
ま
す
。

《
西
置
賜
地
区
》

◦
定
例
母
親
委
員
会
年
三
回

◦
第
六
十
三
回
県
Ｐ
研
修
大
会
協
力

◦
冊
子
作
成
（
各
校
活
動
報
告
等
）

《
鶴
岡
市
》

◦�

母
親
委
員
会
二
回　
（
六
月
二
十
七
日
、
十
一

月
十
日
）

＊�

研
修
「
震
災
を
考
え
る
」
～
母
親
と
し
て
で
き

る
こ
と
～

《
東
田
川
郡
》

◦�

母
親
委
員
会
二
回（
活
動
報
告
・
情
報
交
換
等
）

《
酒
田
市
》

◦�

母
親
委
員
長
等
会
議
二
回

　

①
情
報
交
換

　

②
講
演
会

◦�

酒
田
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
大
会
へ
の
協
力

《
遊
佐
町
》

◦�

母
親
委
員
会

　

三
回

＊�

研
修
「
子
育
て
を

見
直
そ
う
」

　

講
師

�

鈴
木　

幸
雄
氏

◦�

母
親
委
員
会
だ
よ

り
発
行

県ＰＴＡ母親委員長
髙　橋　裕　美
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山形県教育委員会と県Ｐ連・高Ｐ連の合同教育懇談会（平成23年11月11日）ホテルキャッスル

「子どもを取り巻く社会環境の整備・充実の方策を考える」
～家庭のなかの読書文化を考える～

　今年度は次のような視点から子どもを取り巻く社会環境の充実を図るため、どのような支援が求められるか、意見の
交換をし、その改善と充実方策を探ります。
　①�　家庭の中の読書は、親子のコミュニケーションを活発に親子の絆を深め、共に心の滋養として期待される。親子
の読書を、日常の家庭生活に定着させるための条件・環境を考える。

　②　そこで果たすＰＴＡの役割とは何か。何ができるのか。共に考えてみたい。

　

は
じ
め
に
、
上
に
掲
げ
た
テ
ー
マ
に
そ
っ
て
懇
談
会
を

進
め
る
に
あ
た
り
、
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
菊
池
健
一
理
事
と
、

県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
亀
井
雅
人
副
会
長
及
び
阿
部

雄
幸
副
会
長
よ
り
、
話
題
提
供
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
お
三

人
の
発
表
を
足
掛
か
り
に
、
出
席
者
の
皆
様
よ
り
意
見
を

出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〈
視
点
１
〉
家
庭
の
中
の
読
書
文
化
が
、
コ
ミ
ュ
二
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
活
性
化
、
親
子
の
絆
の
深
ま
り
、
心
の
滋
養
と

し
て
期
待
さ
れ
る
。
読
書
が
家
庭
の
な
か
に
日
常
化
さ
れ
、

定
着
さ
せ
る
た
め
の
条
件
・
環
境
を
考
え
る
。

◎�
家
庭
の
な
か
に
読
書
が
日
常
化
さ
れ
習
慣
と
し
て
定
着

さ
せ
る
条
件
や
環
境

◦�

年
齢
に
よ
っ
て
本
の
楽
し
み
方
や
、
親
し
み
方
が
違
う
。

中
学
生
に
な
り
部
活
動
が
始
ま
る
と
、
本
を
読
む
時
間

が
少
な
く
な
る
の
で
、
小
学
生
の
う
ち
か
ら
読
書
習
慣

を
着
け
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
。

◦�

ど
の
よ
う
に
継
続
さ
せ
る
か
が
大
切
。
短
い
時
間
で
も

本
を
手
に
取
れ
る
環
境
づ
く
り
（
ト
イ
レ
に
本
棚
を
置

く
、
専
用
の
棚
を
作
る
）
が
大
切
。

◦�

三
人
の
子
ど
も
が
い
る
が
、
幼
児
期
に
読
み
聞
か
せ
を

行
っ
た
子
は
今
で
も
よ
く
読
書
を
し
て
い
る
。
反
対
に

読
み
聞
か
せ
を
し
な
か
っ
た
子
は
読
書
を
し
な
い
。
や

は
り
読
み
聞
か
せ
は
大
切
。

◦�

親
子
で
話
し
合
い
、
テ
レ
ビ
を
見
る
時
間
の
十
五
分
間

（
興
味
の
無
い
番
組
）
と
、
夜
寝
る
前
の
十
五
分
間
を

読
書
の
時
間
に
充
て
て
い
る
。

◦�

読
書
を
通
し
て
家
庭
の
時
間
を
大
切
に
し
た
い
。
子
ど

も
が
選
ん
だ
本
に
よ
っ
て
、
そ
の
子
の
世
界
を
知
る
手

立
て
に
な
り
会
話
が
広
が
る
。

〈
山
形
市
立
図
書
館
の
取
り
組
み
〉

◦�

十
月
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
予
約
が
で
き
よ
う
に

な
っ
た
。（
二
週
間
で
五
十
冊
借
り
て
読
ん
で
い
る
人

も
い
る
）

◦�

大
型
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
が
好
評
。
選
書
は
子
ど
も
が

行
っ
て
い
る
。

◎
読
書
習
慣
を
確
立
し
て
自
立
心
の
涵
養
を
図
る
た
め
に

〈
山
形
北
高
校
の
取
り
組
み
〉

◦�

図
書
館
講
座
（
一
九
九
二
年
よ
り
、
三
年
生
が
レ
ポ
ー

ト
発
表
と
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
行
う
）
毎
回
テ
ー
マ
（
現
代

社
会
が
抱
え
る
問
題
な
ど
）
が
与
え
ら
れ
、
自
分
の
興

味
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
読
ん
で
ま
と
め
て
発
表
し
、

デ
ィ
ベ
ー
ト
で
競
い
合
う
こ
と
に
よ
り
、
生
徒
は
自
分

で
調
べ
る
こ
と
で
様
々
な
こ
と
に
興
味
を
持
ち
本
が
好

き
に
な
っ
た
。
ま
た
、
保
護
者
か
ら
は
、「
子
ど
も
と

一
緒
に
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
て
意
見
交
換
を
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。」「
物
事
の
本
質
を
と
ら
え
よ
う
と
す
る
子

ど
も
の
姿
勢
に
驚
か
さ
れ
た
。」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。
学
校
で
は
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
行
う

予
定
で
あ
る
。

〈
山
形
西
高
校
の
取
り
組
み
〉

◦�

一
、二
年
生
が
幼
稚
園
で
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
い
る
。

〈
山
形
県
教
育
委
員
会
よ
り
〉

◦�

県
で
は
九
割
の
学
校
で
朝
読
書
を
行
っ
て
い
る
。
学
校

で
の
き
っ
か
け
作
り
は
大
き
な
影
響
を
与
え
る
の
で
、

先
生
方
に
も
っ
と
読
書
を
取
り
入
れ
て
ほ
し
い
。

◦�

国
語
の
授
業
で
「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
を
七
～
八
時
間
か
け

て
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
同
じ
作
者
の
別
の
作
品
に
触

れ
る
機
会
も
増
や
し
て
い
く
。

◦�

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
図
書
館
）
を
派
遣
し
担
当
先
生
と
生

徒
も
巻
き
込
ん
で
、
図
書
館
改
造
作
戦
を
行
っ
た
。
ど

の
よ
う
な
本
が
あ
る
の
か
知
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
た

結
果
、
読
書
の
楽
し
み
が
増
え
た
。

◦�

学
校
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
の
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
も
協
力

し
て
ほ
し
い
。

〈
視
点
２
〉
そ
こ
で
果
た
す
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
割
と
は
何
か
。

何
が
で
き
る
の
か
。

◎�
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
中
で
果
た
す
べ
き
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
割

◦�

子
ど
も
の
成
長
に
大
人
は
後
押
し
す
る
こ
と
が
大
切
。

◦�

意
識
調
査
よ
り
山
形
県
で
は
本
を
読
ま
な
い
子
が
多
い

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
国
語
力
ア
ッ
プ
は
生
き
る
力
に
つ

な
が
る
の
で
、
連
携
し
て
頑
張
り
た
い
。

◦�

学
校
図
書
館
、
県
立
・
市
立
図
書
館
の
重
要
性
を
再
認

識
し
、
本
に
対
す
る
窓
口
を
さ
ら
に
広
げ
る
こ
と
が
大

切
。
司
書
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
力
を
借
り
て
さ
ら
な
る

向
上
を
図
り
た
い
。
本
の
整
理
な
ど
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
手

伝
え
る
こ
と
も
あ
る
と
思
う
の
で
、
気
軽
に
声
を
か
け

て
ほ
し
い
。

◎
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
で
き
る
こ
と
、
具
体
的
実
践

〈
母
親
委
員
会
の
活
動
〉

◦�

昨
年
度
の
研
修
大
会
の
第
４
分
科
会
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。
そ
の
時
に
以
前
県
Ｐ

連
が
調
査
し
た
結
果
か
ら
、
本
を
読
む
習
慣
が
あ
る
子

の
割
合
が
四
一
・
七
％
で
あ
っ
た
た
め
、
今
年
度
の
分

科
会
に
読
書
活
動
を
加
え
た
。

〈
楯
岡
小
学
校
の
取
り
組
み
〉

◦�

夜
の
市
立
図
書
館
貸
し
切
り
「
あ
い
・
あ
い
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
」
を
企
画
。
閉
館
後
学
校
向
け
に
開
館
し
親
子
で

好
き
な
本
を
選
ん
で
読
書
を
楽
し
ん
だ
。
学
年
ご
と
に

実
施
し
、
親
子
と
も
に
好
評
で
あ
っ
た
。

◦�

読
み
聞
か
せ
以
外
に
も
、
リ
ペ
ア
ブ
ッ
ク
マ
マ
、
デ
コ

（
レ
ー
シ
ョ
ン
）
マ
マ
と
称
し
、
本
の
修
理
や
図
書
室

内
の
壁
の
装
飾
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　

最
後
に
、
本
日

の
ふ
り
か
え
り
の

中
で
、
県
高
等
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

　

伊
藤
三
之
会
長

が
「
親
の
姿
が
子

ど
も
に
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
可
能

性
が
あ
る
。
子
ど

も
を
注
意
す
る
前

に
自
分
の
姿
を

見
直
し
て
ほ
し

い
。」
と
ま
と
め

ら
れ
た
。

県
教
育
庁
理
事　

佐
藤　
　

護
様　

よ
り

　

「
読
書
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
読
み
や
す
い
環
境

を
整
え
る
こ
と
は
親
の
役
目
で
あ
る
。
い
ろ
い
ろ
な
情
報

の
交
換
を
ぜ
ひ
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
話
し
合
っ
て
ほ
し
い
。」

と
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
で
き
る
こ
と
は
何
か
。

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
何
に
か
。
考
え
る
き
っ

か
け
を
い
た
だ
き
懇
談
会
を
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　
　

文
責
・
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
理
事

�

（
副
母
親
委
員
長　

繁
村　

弘
美
）
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山形県ＰＴＡ連合会「親子読書推進委員会」からの提案

親子で読書  深める絆
～本を読む子は　かならず伸びる～

　山形県ＰＴＡ連合会では、親子読書をとおして生涯学習を進め、親子で学び、親子のコミュニケー
ション活性化により、親子の絆が一層深まり、子どもの学力も向上することを願い、この運動を推進
しています。

平成24年度の取り組み

◆毎月第３日曜日（家庭の日）は、「親子読書の日」です。

　◦県ＰＴＡ研修大会や教育懇談会でも親子読書を話題に研修します。
　◦親子で近くの図書館に行きましょう。
　◦「親子読書の日」三原則
　　・20分間はテレビを消してゆっくり読書
　　・家の人みんなで楽しい読書
　　・読書ではじまる親子のコミュニケーション

◆親子読書の日にチャレンジするＰＴＡを応援します。

　◦頑張っていますＰＴＡ／例
　　�・ＰＴＡによる学校図書館（室）の環境整備・ＰＴＡで放課後や休日に学校図書館（室）を利

用する活動・「読み聞かせ」のボランティア親子読書祭り・親子読書リレー・授業参観日の親
子読書・親子読書会・本の読み回し活動・親子読書カード・同じ本を親子で読書・ノーゲー
ム・ノーテレビデーで読書の時間・「ふれあい読書の日」の設定・親子で市立図書館に出かけ
る日を設定等々

◆「子どもが親と読みたい一冊、親が子どもに伝えたい一冊」を募集します。

　～この募集をきっかけに家庭の中に家族の間に会話が生まれることを期待します～
　◦募集期間　平成24年７月１日～８月31日
　◦応募方法　対象は、小学校・中学校の子ども、保護者、教職員
　◦送 り 先　山形県ＰＴＡ連合会事務局

平成23年度「親子読書」図書カード当選者（抽選日 Ｈ23.11. １)
《小学生の部》応募数145通

　　阿　部　紀　佳（大富小・６年）　矢　口　瑞　希（升形小・４年）　
　　えんどうなるみ（みはらしの丘小・１年）　平　泉　咲　季（千歳小・１年）　
　　舩　越　今日花（滝山小・６年）
《中学生の部》応募数23通

　　山　田　彩　加（米沢三中・１年）　新　関　千　広（山大附属中・２年）
　　沼　澤　日　菜（舟形中・３年）　後　藤　　　楓（鳥海八幡中・２年）
　　今　井　　　和（鳥海八幡中・２年）
《保護者・教職員の部》応募数143通

　　近　藤　友　規（松陵小）　佐　藤　みどり（沖郷小）　梅　津　　　樹（朝暘四小）　
　　長　南　睦　子（天童一中）　須　田　真理子（升形小）
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村
山
市
立
楯
岡
小
学
校
校
長　

佐　

藤　

淳　

一

地
域
の
活
動

天
童
市
立
長
岡
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長　

横　

山　

美　

香

　

村
山
市

で
は
、昨
年

度
新
設
さ

れ
た
「
甑

葉
プ
ラ
ザ
」

の
中
に
新

し
い
市
立

図
書
館
が
開
館
し
、
十
月
に
は
「
読
書
シ

テ
ィ
む
ら
や
ま
宣
言
」
を
行
い
、
市
を
挙

げ
て
読
書
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
山
形
県
教
育
委
員
会
で
は
、
第

五
次
教
育
振
興
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、

感
性
を
養
い
心
豊
か
な
子
ど
も
を
育
て
る

た
め
の
読
書
教
育
の
充
実
が
大
き
な
柱
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
山
形
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
で
も

親
子
読
書
の
推
進
を
母
親
委
員
会
な
ど
が

中
心
と
な
り
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
本
校
で
は
、
新
し
い
取
り

組
み
と
し
て
、
市
立
図
書
館
の
ご
協
力
の

も
と
、
市
立
図
書
館
が
一
旦
閉
館
し
た
後
、

夜
の
図
書
館
を
本
校
の
貸
切
に
し
て
い
た

だ
き
親
子
で
読
書
を
す
る
企
画
を
行
い
ま

し
た
。

　

本
と
の
で
あ
い
と
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を

大
切
に
し
た
い
と
の
考
え
か
ら
「
あ
い
・

あ
い
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
と
名
前
を
つ
け
、

低
学
年
（
六
月
）
中
学
生
（
七
月
）
高
学

年
（
十
一
月
）
の
三
回
、
親
子
読
書
を
行

い
ま
し
た
。

　

各
回
と
も
、
親
子
で
百
人
前
後
の
利
用

が
あ
り
、
大
変
好
評
で
し
た
。

　

保
護
者
の
皆
様
方
か
ら
は
、

⃝�
親
子
で
同
じ
本
を
読
ん
で
い
ろ
い
ろ
話

し
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

⃝�

借
り
た
本
を
自
宅
に
帰
っ
て
か
ら
読
み

聞
か
せ
し
て
あ
げ
ま
し
た
。

な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
親
子
読
書
の
合
間
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
が
大
型
本
で
の
英
語
の
読
み

聞
か
せ
を
行
っ
て
く
だ
さ
る
な
ど
、
多
様

な
活
動
が
展
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
企
画
は
、
県
内
で
も
初
の

試
み
と
い
う
こ
と
で
、
問
い
合
わ
せ
な
ど

も
い
た
だ
き
、
ま
た
、
図
書
館
関
係
の
研

究
会
な
ど
で
も
具
体
的
な
成
果
な
ど
発
表

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

来
年
度
は
、
今
年
の
反
省
に
基
づ
き
、

市
立
図
書
館
と
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
、

ま
す
ま
す
楽
し
い
親
子
読
書
に
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

「
本
を
読
む
子
に
な
っ
て
ほ
し
い
。」

「
本
を
好
き
に
な
っ
て
ほ
し
い
。」

　

親
な
ら
だ
れ
も
が
望
む
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
私
達
大
人
は
、
読
書
の
楽
し
さ
も

大
切
さ
も
、
良
く
わ
か
っ
て
い
ま
す
か
ら
。

で
も
な
ぜ
？
赤
ち
ゃ
ん
は
み
ん
な
、
絵
本

が
大
好
き
な
の
に
、
子
ど
も
も
親
も
あ
ん

な
に
夢
中
に
な
れ
た
の
に
。

　

幼
い
頃
は
、
読
ん
で
あ
げ
た
い
、
喜
ぶ

顔
が
見
た
い
か
ら
と
、
子
ど
も
中
心
に
選

ん
で
い
ま
し
た
が
、
い
つ
し
か
、
読
ま
せ

た
い
本
だ
か
ら
、
た
め
に
な
り
そ
う
と
、

親
の
思
惑
（
欲
？
）
が
ら
み
で
選
ん
で
い

る
自
分
に
思
い
当
た
り
ま
し
た
。
与
え
る

だ
け
で
、
共
に
楽
し
む
こ
と
を
忘
れ
て
い

た
の
か
も
…
…
。
良
か
れ
と
思
っ
て
の
先

回
り
は
子
ど
も
と
本
の
心
地
良
い
世
界
を
、

奪
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
…
…
。

　

引
き
戻
し
て
く
れ
た
の
は
、
読
み
聞
か

せ
の
後
の
、
満
足
そ
う
な
笑
顔
と
、「
も
っ

と
！
」
の
声
で
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
、

大
好
き
な
本
の
世
界
で
自
由
に
遊
び
、
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
側
に
寄
り

添
い
、
求
め
ら
れ
る
ま
ま
に
読
ん
で
あ
げ

る
だ
け
で
良
か
っ
た
の
で
す
。

　

「
こ
れ
読
ん
で
。」
の
声
が
、
本
と
子

の
出
合
い
と
、
親
と
子
の
幸
せ
の
時
間
を

運
ん
で
く
れ
ま
す
。
小
さ
い
頃
好
き
だ
っ

た
絵
本
も
、
だ
っ
こ
し
て
読
ん
で
み
て
く

だ
さ
い
。
子
ど
も
の
目
は
、
う
っ
と
り
と

ろ
け
た
よ
う
に
な
り
ま
す
よ
。
親
な
ら
誰

で
も
、
受
け
取
る
こ
と
の
で
き
る
贈
り
物

で
す
。

　

子
ど
も
は
皆
、
本
好
き
の
種
を
持
っ
て

い
ま
す
。
一
冊
の
本
を
は
さ
ん
で
、
語
り

か
け
、
目
を
合
わ
せ
、
心
を
つ
な
ぎ
、
大

切
に
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

本
が
つ
な
ぐ
　
親
子
の
時
間

長岡小読み聞かせの会の活動のようす
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一　

地
域
と
学
校
の
概
要

　

三
泉
地
区
は
、
山
形
盆
地
の
西
側
に
あ

り
、
南
に
寒
河
江
川
が
流
れ
、
北
か
ら
西

へ
葉
山
、
月
山
、
朝
日
連
峰
を
眺
望
で
き

る
面
積
三
・
三
五
キ
ロ
平
方
メ
ー
ト
ル
、

さ
く
ら
ん
ぼ
の
栽
培
が
盛
ん
な
農
村
集
落

で
す
。

　

昭
和
六
十
二
年
度
か
ら
、
学
校
で
は

「
さ
く
ら
ん
ぼ
活
動
」
が
発
足
し
、
総
合

的
な
学
習
の
時
間
や
生
活
科
の
時
間
を
活

用
し
、
子
ど
も
た
ち
に
郷
土
の
自
然
や
地

理
、
歴
史
に
親
し
ま
せ
た
り
、
田
畑
で
の

勤
労
体
験
を
さ
せ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
指

導
や
支
援
に
あ
た
り
、
子
ど
も
た
ち
の
体

験
活
動
の
充
実
に
努
め
て
き
た
経
緯
が
あ

り
ま
す
。

　

児
童
養
護
施
設
「
寒
河
江
学
園
」
が
校

区
に
あ
る
こ
と
も
特
徴
の
一
つ
で
す
。

二　

特
色
あ
る
取
り
組
み

㈠　
地
域
と
つ
な
が
る
運
営

　

①　

地
域
全
戸
が
賛
助
会
員

　

�　

小
学
生
が
い
る
家
庭
が
会
員
で
す
が
、

子
ど
も
の
い
な
い
家
庭
も
賛
助
会
員
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

②　

子
ど
も
会
育
成
委
員
を
組
織
化

　
�　

各
学
年
よ
り
学
年
委
員
を
選
出
し
、

文
化
部
と
健
康
部
と
母
親
委
員
会
に
配

属
し
ま
す
。
そ
の
後
に
、
各
地
区
よ
り

選
出
さ
れ
た
子
ど
も
会
育
成
委
員
を
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
育
成
部
員
と
し
て
専
門
部
に
配

属
し
ま
す
。

㈡　
特
徴
的
な
取
り
組
み

　

①　

親
子
で
心
肺
蘇
生
法
の
研
修

　

�　

授
業
参
観
日
に
合
わ
せ
て
、
文
化
部

が
親
子
研
修
会
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

三
泉
小
学
校
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ
れ
た

こ
と
を
契
機
に
、
二
十
二
年
度
は
「
親

子
で
心
配
蘇
生
法
の
研
修
会
」
を
実
施

し
ま
し
た
。
西
村
山
消
防
本
部
の
職
員

を
講
師
に
、
児
童
と
保
護
者
が
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
法
を
実

技
を
通
し
て
学
び
ま
し
た
。

　

②　

リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
の
開
催

　

�　

母
親
委
員
会
が
毎
年
リ
サ
イ
ク
ル
バ

ザ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
一
回
目
を

授
業
参
観
日
に
合
わ
せ
て
開
催
し
、
二

回
目
は
地
区
の
文
化
祭
に
合
わ
せ
て
開

催
し
、
多
く
の
人
に
参
加
し
て
頂
い
て

い
ま
す
。
学
用
品
・
運
動
着
・
衣
類
等

を
持
ち
寄
っ
て
安
価
で
販
売
し
、
収
益

金
を
子
ど
も
た
ち
の
教
育
の
た
め
に
寄

託
し
て
い
ま
す
。
一
年
に
一
度
し
か
使

わ
な
い
も
の
等
の
有
効
利
用
が
図
ら
れ
、

子
ど
も
た
ち
の
目
を
環
境
や
貴
重
な
資

源
に
向
け
さ
せ
る
取
り
組
み
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

㈢　
教
育
活
動
へ
の
支
援

　

①　

さ
く
ら
ん
ぼ
活
動
へ
の
支
援

　

�　

校
地
の
中
に
八
本
の
さ
く
ら
ん
ぼ
の

木
が
あ
り
「
さ
く
ら
ん
ぼ
活
動
」
と
し

て
総
合
的
な
学
習
に
利
用
し
て
い
ま
す
。

沖
縄
県
の
最
南
端
の
糸
満
市
立
喜
屋
武

小
学
校
と
の
特
産
物
を
通
し
た
交
流
は

永
年
続
い
て
い
ま
す
。
剪
定
や
消
毒
な

ど
を
歴
代
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
三
名
が
担
当

し
、
さ
く
ら
ん
ぼ
ハ
ウ
ス
の
ビ
ニ
ー
ル

か
け
を
毎
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
事
業
計
画
に
位

置
付
け
て
専
門
部
が
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

②　

「
寒
河
江
川
で
遊
ぼ
う
」

�

へ
の
支
援

　

�　

学
校
行
事
の
中
に
寒
河
江
川
を

チ
ュ
ー
ブ
や
自
作
筏
を
使
っ
て
流
れ
下

る
活
動
が
あ
り
ま
す
。
毎
年
ふ
る
さ
と

の
自
然
に
親
し
む
活
動
と
し
て
夏
の
終

わ
り
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
安
全
に
実

施
す
る
た
め
に
は
気
温
や
川
の
水
か
さ

な
ど
多
く
の
要
素
に
左
右
さ
れ
ま
す
が
、

五
十
名
を
超
え
る
保
護
者
が
ラ
イ
フ

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
つ
け
て
川
に
入
り
子
ど

も
た
ち
の
安
全
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

　

③　

全
校
ス
キ
ー
教
室
へ
の
支
援

　

�　

A
sahi�

自
然
観�Snow

Park

で
全
校

生
が
ス
キ
ー
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

二
～
五
名
を
一
班
に
編
成
し
、
技
能
に

応
じ
た
指
導
を
す
る
た
め
に
、
学
年
委

員
長
よ
り
各
学
年
の
保
護
者
に
指
導
者

を
依
頼
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
保
護
者

が
仕
事
を
休
ん
で
協
力
し
て
い
ま
す
。

三　

成
果
と
今
後
の
方
向
性

　

地
域
と
学
校
と
保
護
者
が
連
携
し
て
、

子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ
て
き
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
学
校
と
の
絆
が
強
ま
り
不
登
校

児
童
は
い
ま
せ
ん
。
二
十
二
年
度
は
全
員

出
席
の
日
が
百
二
十
四
日
を
数
え
ま
し
た
。

寒
河
江
学
園
の
児
童
も
全
員
元
気
に
登
校

し
て
い
ま
す
。
今
回
の
表
彰
を
機
に
一
層

絆
が
強
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
の
方
向
性
と
し
て
、
少
子
高
齢
化

に
伴
う
児
童
数
の
減
少
、
会
員
数
の
減
少

に
よ
り
、
組
織
に
歪
が
生
じ
始
め
て
い
る

の
で
、
見
直
し
を
す
る
必
要
が
出
て
き
ま

し
た
。
役
員
数
や
推
薦
方
法
な
ど
に
つ
い

て
会
則
の
見
直
し
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部
科
学
大
臣
表
彰

寒
河
江
市
立
三
泉
小
学
校
父
母
と
教
師
の
会
会
長　

秋　

場　

秀　

俊

地
域
と
学
校
と
保
護
者
が

�
連
携
し
合
う
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
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こ
の
度
は
赤
倉
小
学
校
父
母
と
教
師
の

会
が
優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
会
員
一
同
大
変

喜
ん
で
お
り
ま
す
。
そ
し
て
会
員
だ
け
で

な
く
地
域
の
人
達
も
喜
ん
で
お
り
、
誇
り

を
持
っ
て
こ
の
表
彰
を
う
け
た
ま
わ
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
今
年
度
単
独
と
い
う
事

で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
長
き
に
渡
り
諸
先

輩
方
や
先
生
方
が
培
っ
て
来
た
活
動
が
認

め
ら
れ
た
と
い
う
努
力
の
結
晶
で
も
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　

赤
倉
小
学
校
は
、
山
形
県
の
北
部
、
最

上
盆
地
の
東
南
端
に
位
置
し
、
南
に
は
松

尾
芭
蕉
が
通
っ
た
山
刀
伐
峠
が
あ
り
尾
花

沢
市
に
通
じ
て
い
ま
す
。
豊
か
な
自
然
に

恵
ま
れ
、
ま
ち
の
中
央
を
小
国
川
が
流

れ
、
湯
量
が
豊
富
な
赤
倉
温
泉
の
中
に
あ

り
、
旅
館
や
商
工
業
者
・
農
家
・
会
社
員

等
多
種
多
様
な
人
々
が
暮
ら
し
て
お
り
ま

す
。
観
光
地
と
い
う
事
も
あ
り
、
い
ろ
ん

な
人
々
も
や
っ
て
来
ま
す
。
小
学
校
で
は

長
年
『
日
本
一
の
明
る
い
あ
い
さ
つ
』
と

い
う
目
標
を
掲
げ
て
お
り
、
登
下
校
の
あ

い
さ
つ
は
も
と
よ
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
じ
め
地

域
の
方
々
、
観
光
に
訪
れ
る
お
客
様
に
も

元
気
な
あ
い
さ
つ
を
し
よ
う
と
が
ん
ば
っ

て
い
ま
す
。
あ
い
さ
つ
か
ら
交
流
が
始
ま

り
、
み
ん
な
の
笑
い
顔
が
、
そ
し
て
笑
い

声
が
聞
こ
え
る
地
域
を
目
指
し
て
お
り
ま

す
。

　

赤
倉
で
は
、
小
学
生
抜
き
で
は
い
ろ
ん

な
行
事
は
語
れ
ま
せ
ん
。
五
月
初
旬
に
は

春
ま
つ
り
が
や
っ
て
来
ま
す
。
ま
ち
の
中

心
地
に
あ
る
薬
師
神
社
か
ら
出
発
し
、
子

ど
も
た
ち
は
俵
神
輿
を
担
ぎ
町
内
を
く

ま
な
く
回
り
、
一
軒
一
軒
『
家
内
安
全
、

商
売
繁
盛
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
！
ワ
ッ
シ
ョ

イ
！
』
と
大
き
な
声
を
出
し
て
歩
き
ま
す
。

こ
う
や
っ
て
地
域
の
方
々
の
家
や
顔
を
覚

え
た
り
、
逆
に
住
民
の
方
々
に
も
顔
を

知
っ
て
も
ら
え
た
り
す
る
事
が
で
き
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
も
参
加
し
、
一
緒
に

練
り
歩
い
た
り
み
ん
な
で
食
べ
る
昼
食
の

準
備
を
し
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

　

八
月
十
五
日
の
夏
祭
り
で
は
小
学
生
が

前
に
出
て
踊
り
、
そ
の
日
の
為
に
練
習
し

て
き
た
花
笠
音
頭
や
赤
倉
温
泉
囃
子
な
ど

を
櫓
の
前
で
披
露
し
華
を
添
え
て
い
ま
す
。

ま
た
秋
に
は
赤
倉
小
学
校
区
大
運
動
会
が

行
わ
れ
ま
す
。
児
童
数
が
少
な
い
事
も
あ

り
赤
倉
町
内
運
動
会
の
位
置
に
あ
た
り
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
の
家
庭
で
は
見
ら
れ
な

い
真
剣
な
眼
差
し
や
大
き
な
声
を
出
す
応

援
合
戦
は
と
て
も
魅
力
的
で
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ

と
の
親
子
競
技
も
多
く
応
援
に
も
熱
が
入

り
ま
す
。
他
に
も
三
世
代
交
流
と
い
う
事

で
、
河
原
で
芋
煮
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

冬
に
は
お
柴
灯
ま
つ
り
が
あ
り
、
思
い

思
い
の
絵
を
描
い
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
ロ

ウ
ソ
ク
を
入
れ
、
雪
灯
篭
を
つ
く
り
ま
す
。

鳥
追
い
で
下
帯
姿
の
松
明
を
持
っ
た
若
衆

に
声
援
を
お
く
り
、
火
の
つ
い
た
お
柴
灯

に
願
い
を
込
め
て
あ
た
り
ま
す
。
ま
た
、

校
内
ス
キ
ー
大
会
は
赤
倉
温
泉
ス
キ
ー
場

の
国
体
コ
ー
ス
の
ゲ
レ
ン
デ
を
借
り
て
ア

ル
ペ
ン
競
技
を
行
っ
て
お
り
、
先
生
方
を

筆
頭
に
全
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
力
を
合
わ
せ
、
大
会

準
備
・
運
営
を
行
い
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
自
ら
も
タ

イ
ム
申
告
レ
ー
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

赤
倉
小
学
校
は
現
在
児
童
数
が
三
十
名

と
小
規
模
校
で
す
。
総
て
の
保
護
者
が
何

ら
か
の
役
を
持
ち
学
校
に
か
か
わ
っ
て
い

ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
や
各
種
の
会
議
、
行

事
に
は
毎
回
一
〇
〇
％
の
出
席
で
す
。
こ

の
よ
う
な
環
境
は
実
は
保
護
者
に
は
か
な

り
の
負
担
が
あ
る
事
も
承
知
し
て
お
り
ま

す
が
、
一
方
で
大
規
模
校
に
は
な
い
恵
ま

れ
た
環
境
で
も
あ
り
、
児
童
・
保
護
者
一

人
一
人
の
顔
が
見
え
、
み
ん
な
で
学
校
を

支
え
て
い
る
と
い
う
優
位
性
が
あ
り
ま

す
。
専
門
部
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
よ
り
の
発
行
や

親
子
あ
い
さ
つ
標
語
の
募
集
等
各
課
題
に

応
じ
た
活
動
に
取
り
組
み
、
母
親
委
員
会

で
は
母
親
委
員
会
だ
よ
り
を
年
七
回
発
行

し
、
年
に
数
回
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
を
行
っ

て
お
り
衣
料
品
や
ス
キ
ー
用
具
等
も
交
換

し
あ
っ
て
い
ま
す
。
学
級
懇
談
会
も
年
三

回
あ
り
、
テ
ー
マ
を
決
め
な
が
ら
意
見
交

換
を
行
い
、
会
員
の
意
見
が
今
後
の
活
動

に
き
め
こ
ま
や
か
に
反
映
す
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
ま
た
平
成
十
八
年
度
か
ら
同

校
舎
内
に
あ
か
く
ら
幼
稚
園
も
併
設
さ
れ
、

幼
少
連
携
教
育
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
赤
倉
温
泉
町
内
会
で
は
『
子

育
ち
支
援
』
を
宣
言
し
て
お
り
、
子
ど
も

た
ち
は
地
域
の
宝
と
位
置
付
け
町
民
全
員

で
子
育
て
を
行
い
、
自
立
し
た
子
ど
も
を

育
て
、
他
の
子
で
も
叱
る
時
は
叱
る
、
褒

め
る
時
は
褒
め
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
良
い
事
を
行
っ
た
子
ど
も
を
表

彰
し
よ
う
と
い
う
企
画
も
進
行
中
。
総
会

で
は
新
一
年
生
に
町
内
会
か
ら
児
童
書
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
小
学
校
の
体
育
館

に
新
た
に
放
送
室
を
設
け
、
地
域
住
民
も

含
め
情
報
の
発
信
地
に
し
よ
う
と
い
う
試

み
も
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
の
度
の
表
彰
を
大
変
な
名
誉
で
あ
る

事
と
喜
び
、
さ
ら
に
将
来
を
見
据
え
た
赤

倉
小
学
校
に
し
て
い
き
た
い
と
私
達
は
考

え
て
お
り
ま
す
。

優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部
科
学
大
臣
表
彰

最
上
町
立
赤
倉
小
学
校
父
母
と
教
師
の
会
会
長　

平　

社　

裕　

一

地
域
と
と
も
に

�

明
日
を
開
く
赤
倉
小
学
校
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こ
の
度
の
受
賞
に
あ
た
り
、
今
日
ま
で

の
活
動
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
全
て
の

保
護
者
、
先
生
方
、
そ
し
て
地
域
の
皆
様

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
今
回
の

受
賞
を
励
み
に
、
尚
一
層
、
学
校
・
家

庭
・
地
域
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
を
展
開
し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

一
、
は
じ
め
に

　

本
学
区
は
、
母
な
る
川
「
最
上
川
」
が

流
れ
る
白
鷹
町
の
南
東
部
に
位
置
し
、
慶

長
十
年
（
一
六
〇
五
年
）
の
諏
訪
堰
開
削

と
共
に
発
展
し
て
で
き
た
地
区
で
あ
る
。

本
校
は
大
正
十
四
年
に
地
区
内
二
つ
（
浅

立
、
畔
藤
）
の
小
学
校
が
統
合
し
、
今
年

度
創
立
八
十
六
周
年
を
迎
え
る
。
現
在
児

童
数
一
三
五
名
。
自
然
豊
か
な
環
境
の
中

で
、
子
ど
も
た
ち
は
健
康
で
明
る
く
の
び

の
び
と
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
る
。

　

本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
保
護
者
会
員
百
名
と

教
職
員
会
員
十
二
名
で
構
成
し
て
お
り
、

二
専
門
部
（
生
活
安
全
部
、
広
報
部
）
と

母
親
委
員
会
を
設
置
し
、
今
年
度
重
点

テ
ー
マ
「
行
動
し
よ
う
！
親
と
し
て
で
き

る
こ
と
」
を
掲
げ
て
意
欲
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

二
、
特
色
あ
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

㈠　
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
組
織
と
運
営

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
は
、
会
長
、
副
会
長
、
事

務
局
、
そ
し
て
二
専
門
部
（
生
活
安
全
部
、

広
報
部
）
と
母
親
委
員
会
、
学
年
部
会
で

構
成
し
て
お
り
、
会
員
全
員
が
所
属
し
て

い
る
。
児
童
が
在
籍
す
る
六
年
間
で
ほ
ぼ

全
会
員
が
二
回
の
役
員
を
経
験
し
、
積
極

的
に
参
画
し
て
い
る
。

㈡　
登
下
校
時
の
安
全
確
保
と

�

「
声
が
け
運
動
」

　

①　
登
校
時
の
安
全
確
保
と
声
が
け
運
動

　

�　

登
下
校
時
の
安
全
を
確
保
し
、
子
ど

も
た
ち
と
元
気
に
あ
い
さ
つ
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
各
学
年
毎
に
月
を
割
り
当

て
実
施
し
て
い
る
。

　

②　
下
校
時
の
安
全
確
保
と
声
が
け
運
動

　

�　

下
校
時
の
安
全
確
保
と
子
ど
も
た
ち

の
生
活
に
お
い
て
有
害
な
情
報
や
環
境

の
監
視
を
行
う
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
除

去
に
努
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
五
月
か

ら
十
二
月
ま
で
の
期
間
内
に
一
回
実
施

す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

㈢　
「
ノ
ー
テ
レ
ビ・ノ
ー
ゲ
ー
ム
デ
ー
」

　

家
族
の
ふ
れ
あ
い
の
時
間
を
増
や
し
、

生
活
リ
ズ
ム
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
ね
ら

い
、
毎
月
十
日
を
「
ノ
ー
テ
レ
ビ
・
ノ
ー

ゲ
ー
ム
デ
ー
」（
家
族
団
ら
ん
の
日
）
に

設
定
し
た
。
家
族
の
協
力
が
な
い
と
で
き

な
い
の
で
、
家
庭
の
都
合
に
合
わ
せ
て

チ
ャ
レ
ン
ジ
レ
ベ
ル
を
段
階
的
に
設
定
し
、

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
進
め
て
い
く
よ
う
に

し
た
。
テ
レ
ビ
を
消
す
こ
と
が
最
終
目
的

で
は
な
く
、
テ
レ
ビ
視
聴
か
ら
く
る
遅
寝

や
睡
眠
不
足
な
ど
を
な
く
し
、
基
本
的
生

活
習
慣
の
改
善
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
の
育
成
、
豊
か
な
心
を
育
む
こ
と
、
家

族
の
絆
を
深
め
る
こ
と
が
ね
ら
い
で
あ
る
。

テ
レ
ビ
を
消
す
代
わ
り
に
増
え
る
会
話
や

本
物
の
体
験
に
期
待
し
て
い
る
。
ま
た
、

今
年
度
は
、
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
事
務

局
校
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、「
ノ
ー
テ
レ

ビ
・
ノ
ー
ゲ
ー
ム
デ
ー
」
の
取
り
組
み
を
、

町
内
全
校
に
呼
び
か
け
一
斉
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

㈣　
学
習
活
動
へ
の
支
援

　

①　

朝
の
読
書
活
動
を
支
援
す
る

�

「
読
み
聞
か
せ
会
」

　

�　

母
親
委
員
会
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
会

で
は
、
静
か
に
聞
き
入
る
子
ど
も
た
ち

の
姿
に
、
想
像
力
を
膨
ら
ま
せ
て
目
を

輝
か
せ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
、
読

む
大
人
に
と
っ
て
も
貴
重
な
経
験
と

な
っ
て
い
る
。

　

②　

食
育
を
支
援
す
る
給
食
試
食
会

　

�　

母
親
な
ら
で
は
の
気
づ
き
と
目
線
で

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
り
、
楽
し

く
給
食
を
食
べ
る
「
食
育
」
の
大
切
さ

を
考
え
た
り
す
る
機
会
に
な
っ
て
い
る
。

㈤　
地
域
の
教
育
力
を
活
か
す
「
学
校
・

�

家
庭
・
地
域
連
携
推
進
会
議
」

　

「
子
ど
も
の
安
全
」
と
「
健
や
か
な
成

長
」
を
共
通
の
目
的
に
、
ま
た
「
地
域
の

子
ど
も
は
地
域
で
育
て
る
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
し
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
学
校
後
援
会
、
地

区
公
民
館
が
共
催
し
、「
学
校
・
家
庭
・

地
域
連
携
推
進
会
議
」
を
開
催
し
て
い
る
。

昨
年
度
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
取
り
組
み
を

紹
介
し
、
地
域
の
教
育
力
を
高
め
る
た
め

の
方
策
に
つ
い
て
意
見
を
交
え
た
。

三
、
成
果
と
今
後
の
方
向
性

　

研
修
組
織
と
し
て
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
の
有

り
様
を
大
切
に
し
て
き
た
こ
と
で
、
専
門

部
会
、
学
年
部
会
と
も
年
間
活
動
計
画
の

策
定
や
諸
行
事
の
計
画
立
案
、
実
施
に
至

る
ま
で
、
学
校
側
と
十
分
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
会
員
主
体
の
活
動
が
展
開
さ
れ
て

き
て
い
る
。
年
度
末
に
全
会
員
か
ら
活
動

の
振
り
返
り
と
意
見
を
求
め
、
次
年
度
の

活
動
計
画
に
も
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
る
。
今
後
も
一
層
教
職
員
会

員
と
保
護
者
会
員
の
連
携
を
深
め
な
が

ら
、
地
域

と
一
体
と

な
っ
て
子

ど
も
た
ち

を
見
守
り
、

健
や
か
に

育
っ
て
い

く
環
境
づ

く
り
に
努

め
て
い
き

た
い
。

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
会
長
表
彰

白
鷹
町
立
東
根
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

橋　

本　

徳　

味

「
行
動
し
、
共
に
成
長
す
る

�
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
め
ざ
し
て
」
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こ
の
度
、
平
成
二
十
三
年
度
優
良
Ｐ
Ｔ

Ａ
及
び
功
労
者
表
彰
記
念
式
典
が
東
京
紀

尾
井
町
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で
行

わ
れ
、
当
小
国
北
部
小
・
中
学
校
は
「
日

本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
会
長
賞
」
と
い
う

素
晴
ら
し
い
賞
を
い
た
だ
き
、
こ
れ
ま
で

活
動
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
全
て
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
員
の
皆
様
、
先
生
方
、
そ
し
て
北

部
地
区
の
地
域
の
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

一
、
地
域
と
学
校
の
概
要

　

本
校
区
は
山
形
県
と
新
潟
県
の
県
境
、

「
白
い
森
」
小
国
町
の
北
に
位
置
し
、
朝

日
連
峰
の
麓
、
清
流
羽
越
荒
川
沿
い
の
風

光
明
媚
な
農
村
で
す
。
冬
と
な
れ
ば
二

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
山
形
県
で
も
有
数
な

豪
雪
地
帯
で
も
あ
り
ま
す
。
又
、
豊
か
な

自
然
を
生
か
し
た
マ
タ
ギ
の
熊
狩
り
や
ワ

ラ
ビ
採
り
、
木
地
作
り
等
の
巧
み
な
知
恵

と
技
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
地
域
で
も
あ

り
ま
す
。
近
年
、
本
校
も
過
疎
化
が
進
み
、

児
童
生
徒
の
減
少
が
著
し
い
現
在
、
小

学
校
児
童
数
二
十
二
名
中
学
校
生
徒
数

二
十
七
名
、
合
計
四
十
九
名
の
小
中
併
設

校
で
あ
り
平
成
二
十
五
年
四
月
に
は
閉
校

の
予
定
で
す
。

二
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
組
織
と
主
な
活
動

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
会
員
数
は
、
保
護
者
会
員

三
十
三
名
、
教
師
会
員
十
四
名
、
計

四
十
七
名
で
す
。
専
門
部
会
は
研
修
部
、

保
体
部
、
校
外
活
動
部
、
環
境
整
備
部
を

設
置
し
、
全
会
員
が
所
属
し
、
積
極
的

に
活
動
し
て
い
ま
す
。
総
会
、
全
体
保

護
者
会
、
各
専
門
部
の
出
席
率
は
ほ
ぼ

一
〇
〇
％
で
、
参
観
日
、
学
年
・
学
校
行

事
等
に
も
ほ
ぼ
全
員
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

参
観
日
に
合
わ
せ
て
全
体
研
修
会
や
学

校
保
健
委
員
会
を
設
定
す
る
よ
う
に
し
、

子
育
て
に
つ
い
て
全
会
員
が
研
修
出
来
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
状

況
は
学
校
だ
よ
り
で
広
報
し
、
学
区
全
戸

配
布
に
な
っ
て
お
り
、
会
員
以
外
に
も
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
の
様
子
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
。

三
、
特
色
あ
る
活
動

「
安
全
・
安
心
・
見
守
り
活
動
」

　

過
去
の
子
ど
も
の
交
通
事
故
を
教
訓
に

大
人
が
模
範
と
な
る
行
動
を
促
す
「
Ｐ
Ｔ

Ａ
安
全
ア
ク
シ
ョ
ン
宣
言
」
を
採
択
し
、

家
庭
内
で
の
啓
発
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

部
活
動
安
全
送
迎
や
パ
ト
ロ
ー
ル
通
勤
等

の
活
動
、
ま
ご
支
援
隊
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
祖
父

母
や
地
域
の
お
年
寄
り
に
働
き
か
け
て
出

来
た
組
織
）
に
よ
る
登
下
校
の
見
守
り
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
又
、
ま
ご
支
援

隊
で
は
学
校
で
実
施
す
る
年
二
回
の
交
通

安
全
教
室
に
参
加
し
、
児
童
生
徒
と
一
緒

に
地
元
警
察
署
の
方
か
ら
自
転
車
走
行
や

歩
行
時
の
安
全
確
認
に
つ
い
て
指
導
を
受

け
、
見
守
り
活
動
に
生
か
し
て
い
る

　

小
学
校
高
学
年
が
交
通
安
全
に
対
す
る

知
識
技
能
を
高
め
る
為
に
参
加
し
た
「
交

通
安
全
子
ど
も
自
転
車
県
大
会
」
で
は
、

警
察
署
や
交
通
安
全
協
会
の
方
々
と
一
緒

に
そ
の
練
習
を
支
援
し
、
昨
年
度
は
県
三

位
と
い
う
結
果
に
繋
が
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
、
学
校
や
地
域
、
各
種
団
体
と

連
携
・
協
力
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
無

事
故
で
安
全
な
生
活
が
続
き
、
全
日
本
交

通
安
全
協
会
よ
り
「
交
通
安
全
優
良
校
」

の
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

「
学
校
・
家
庭
連
携
し
て
の

�

家
庭
生
活
改
善
」

　

子
ど
も
た
ち
の
家
庭
生
活
が
不
規
則
で

ゲ
ー
ム
時
間
が
長
い
と
い
う
課
題
を
解
決

す
る
た
め
に
家
庭
生
活
の
重
要
性
を
再
確

認
し
、
親
と
し
て
出
来
る
事
、
家
庭
で
出

来
る
事
を
「
生
活
リ
ズ
ム
ア
ク
シ
ョ
ン
宣

言
」
と
し
て
ま
と
め
、
実
践
し
て
い
く
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

「
子
ど
も
を
核
に
活
力
あ
る

�

地
域
づ
く
り
へ
の
貢
献
」

　

町
の
「
春
の
道
路
一
斉
清
掃
」
に
参
加

し
、
美
化
活
動
を
行
っ
た
り
、
ア
ル
ミ

缶
・
古
紙
回
収
・
緑
の
募
金
・
東
日
本
大

震
災
募
金
活
動
を
行
う
な
ど
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
や
募
金
活
動
を
親
子
で
協
力

し
て
推
進
し
て
い
ま
す
。

「
学
校
統
合
に
向
け
た
活
動
」

　

学
校
統
合
に
向
け
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
集
会

を
重
ね
、
現
在
は
地
域
の
方
と
連
携
し
、

「
明
日
の
北
部
を
築
く
会
」（
統
合
に
向

け
た
組
織
）
を
立
ち
上
げ
、
準
備
を
し
て

い
ま
す
。

四
、
成
果
と
今
後
の
活
動　

　

「
明
る
く
楽
し
い
学
校
づ
く
り
」
を
目

指
し
て
、
本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
と
連
携
し
、
協
力
し
て
進
め

る
事
が
出
来
て
い
ま
す
。
現
在
ま
で
児
童

生
徒
の
事
故
も
無
く
、
生
活
面
・
学
習
面

で
も
改
善
さ
れ
た
事
も
多
い
で
す
。
ま
た
、

中
学
校
の
部
活
動
で
も
充
実
し
た
活
動
を

続
け
、
男
子
バ
レ
ー
部
は
、
平
成
二
十
三

年
度
山
形
県
大
会
で
第
二
位
と
な
り
、
東

北
大
会
出
場
と
輝
か
し
い
成
績
を
収
め
て

お
り
ま
す
。
今
後
は
児
童
生
徒
が
学
校
や

地
域
を
愛
し
、
地
域
に
貢
献
で
き
る
よ
う

に
明
日
の
北
部
を
築
く
会
の
活
動
に
協
力

し
て
い
き
た
い
で
す
。

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
会
長
表
彰

小
国
町
立
北
部
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

安　

部　

浩　

之

「
明
る
く
楽
し
い
学
校
づ
く
り
」
を

�

目
指
し
て
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東北Ｐ秋田大会に参加して

日Ｐひろしま大会に参加して

　

第
四
十
三
回
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

研
究
大
会
秋
田
大
会
が
九
月

十
八
日
、「
が
ん
ば
ろ
う　

東

北
Ｐ
Ｔ
Ａ　

美
の
国　

詩
の
国

　

秋
田
で
語
ろ
う
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
」

を
大
会
主
題
と
し
、
東
北
各
県

か
ら
千
五
百
人
以
上
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
員
が
秋
田
市
に
集
ま
り
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
は
じ
め
に
大
震
災

の
犠
牲
と
な
ら
れ
た
児
童
生
徒
、

会
員
、
教
師
に
対
し
、
し
め
や

か
な
黙
祷
を
捧
げ
厳
か
に
進
め

ら
れ
た
心
に
残
る
開
会
行
事
で

し
た
。

　

記
念
講
演
は
、
タ
レ
ン
ト
春

や
す
こ
氏
に
よ
る
「
今
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
」

と
題
し
、
自
身
の
子
育
て
を
通

し
て
感
じ
た
子
ど
も
た
ち
の
教

育
環
境
の
改
善
や
校
外
・
学
校

教
育
を
理
解
し
協
力
す
る
こ
と

の
大
切
さ
を
語
っ
て
頂
き
ま
し

た
。
こ
の
講
演
を
通
し
て
、
地

域
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
っ

　

身
に
付
け
た
綿
の
シ
ャ
ツ

が
、
肌
に
張
り
付
く
様
な
蒸
し

暑
さ
の
中
、
八
月
二
十
六
日
私

達
は
第
五
十
九
回
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国

研
究
大
会
の
地
で
あ
る
広
島
へ

と
降
り
立
ち
ま
し
た
。「
き
ん

さ
い
！
み
ん
さ
い
！
や
り
ん
さ

い
！
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た

め
に　

が
ん
ば
ろ
う
日
本
！
平

和
な
未
来
へ
～
ひ
ろ
し
ま
か
ら

の
発
信
～
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
、

三
月
の
震
災
を
経
験
し
単
な
る

呼
び
か
け
で
は
な
く
、
参
加
者

全
員
の
コ
モ
ン
セ
ン
ス
へ
と
昇

華
す
る
の
を
感
じ
な
が
ら
、
第

二
分
科
会
へ
参
加
致
し
ま
し
た
。

家
庭
教
育
を
「
か
か
わ
ろ
う
や

　

た
の
し
も
う
や　

子
ど
も
た

ち
と
！
」
の
視
点
か
ら
、
プ
ロ

レ
ス
ラ
ー
藤
波
辰
爾
氏
の
基
調

講
演
に
始
ま
り
、
子
ど
も
の
自

立
心
を
促
す
こ
と
を
結
論
付
け

た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

ま
で
、
興
味
深
く
拝
聴
さ
せ
て

て
い
る
昨
今
、
も
う
一
度
、
地
域
・
学

校
・
保
護
者
が
三
位
一
体
と
な
っ
て
子
ど

も
を
守
り
、
教
え
導
く
こ
と
の
必
要
性
を

改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、「
秋
田
か
ら
元
気
を
発

信
す
る
大
会
」
と
位
置
づ
け
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
な
り
、
毛
筆
デ
ザ
イ
ナ
ー
佐
藤
佳
奈

先
生
に
よ
る
書
と
秋
田
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ

ナ
ー
ブ
ラ
ボ
ー
中
谷
さ
ん
に
よ
る
楽
し
い

手
品
を
見
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
佐
藤
先

生
の
迫
力
あ
る
筆
遣
い
の
緊
迫
感
と
、
ブ

ラ
ボ
ー
さ
ん
の
笑
い
に
よ
る
和
や
か
さ
と

い
う
ま
っ
た
く
逆
の
組
合
せ
が
、
新
鮮
な

記
憶
と
な
り
、
構
成
の
う
ま
さ
に
驚
か
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
被
災
地
か
ら
参
加
す
る
会
員
の

負
担
軽
減
を
図
る
目
的
で
、
会
費
徴
収
を

せ
ず
、
例
年
の
大
会
と
は
異
な
り
分
科
会

を
無
く
し
一
日
開
催
と
す
る
な
ど
運
営
側

の
細
や
か
な
配
慮
・
気
配
り
が
感
じ
ら
れ

た
大
会
で
し
た
。

　

次
回
は
、
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
大
会
酒

田
・
飽
海
大
会
と
し
て
本
県
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
現
在
、
実
行
委
員
会
を
中
心
に
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
秋
田
大
会
を
参

考
に
、
迎
え
る
側
と
し
て
温
か
み
の
あ
る

大
会
に
し
た
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
秋
田
大
会
実
行
委
員
会
及
び

関
係
各
位
の
皆
様
の
ご
努
力
に
感
謝
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
預
け
ら
れ
た
バ
ト
ン

を
握
り
締
め
、
大
会
成
功
に
向
け
頑
張
り

ま
す
。

頂
き
ま
し
た
。
途
中
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
も
褒

め
ら
れ
た
い
」
と
い
う
私
に
と
っ
て
は
あ

る
意
味
衝
撃
的
な
意
見
も
飛
び
出
し
ま
し

た
が
、
行
動
の
動
機
付
け
は
ど
う
で
あ
れ
、

子
ど
も
た
ち
を
ど
の
よ
う
に
導
く
か
が
私

達
の
役
目
で
あ
る
と
得
心
し
会
場
を
後
に

し
ま
し
た
。

　

翌
日
「
舫
い
合
う
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
へ
」
と

説
い
た
相
川
会
長
の
ご
挨
拶
に
続
き
、
記

念
講
演
で
は
「
五
体
不
満
足
」
の
著
者
乙

武
洋
匡
氏
よ
り
、
三
年
間
に
及
ぶ
教
員

経
験
を
踏
ま
え
た
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

「
学
校
は
杞
憂
で
出
来
て
い
る
」
と
い
う

斬
新
か
つ
、
彼
な
ら
で
は
の
論
理
展
開
は
、

多
少
会
場
を
凍
り
つ
か
せ
つ
つ
も
、
や
が

て
「
み
ん
な
ち
が
っ
て　

み
ん
な
い
い
」

と
い
う
乙
武
ワ
ー
ル
ド
に
会
場
全
体
が
引

き
込
ま
れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

今
大
会
は
震
災
を
受
け
、
様
々
な
物
を

根
本
か
ら
見
つ
め
直
す
大
会
に
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
最
後
の
子
ど
も
た
ち
と
会

員
で
大
合
唱
し
た
「Believe

」
に
そ
し
て
、

壇
上
の
男
達
の
涙
に
表
れ
て
い
た
も
の
と

思
い
ま
す
。
私
自
身
熱
い
も
の
が
込
上
げ

て
く
る
の
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
同

じ
時
間
と
空
間
を
共
有
で
き
た
喜
び
、
ま

さ
し
く
全
国
の
会
員
そ
し
て
、
山
形
の
会

員
と
の
「
絆
」
を
再
確
認
出
来
た
瞬
間
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
達
は
言
尽
く
せ

ぬ
ほ
ど
の
思
い
を
胸
に
広
島
を
後
に
し
ま

し
た
。

県ＰＴＡ連合会理事
三　国　　　守

県ＰＴＡ連合会副会長
元　木　朗　博
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　今年度、県ＰＴＡや郡・市ＰＴＡ、単位ＰＴＡにご尽力なされ、多大のご功績をあげられた
団体・個人の方々に感謝状や表彰状がおくられましたのでご紹介いたします。

栄えある表彰 おめでとうございます

文部科学大臣表彰
◇団体表彰
　寒河江市立三泉小学校父母と教師の会
　最上町立赤倉小学校父母と教師の会

日本ＰＴＡ会長表彰
◇団体表彰
　白鷹町立東根小学校ＰＴＡ
　小国町立北部小・中学校ＰＴＡ
◇個人表彰
　青木　哲志
（平成22年度県Ｐ連副会長・山形市ＰＴＡ連合会・山七中）
　米野　智弥
（平成22年度県Ｐ連副会長・西置賜地区ＰＴＡ連絡協議会・添川小）
　髙橋　満幸
（平成22年度県Ｐ連副会長・酒田市ＰＴＡ連合会・酒田四中）

東北ＰＴＡ連絡協議会表彰
◇団体表彰
　山形市立第一小学校奨学会
　酒田市立平田中学校ＰＴＡ
◇個人表彰（表彰状）平成22年度理事・監事
　中村　憲史（上山市ＰＴＡ連合協議会・上山小）
　野川　晶弘（天童・東村山地区ＰＴＡ連合会・天四中）
　田澤　雅宏（最上地区ＰＴＡ協議会・新庄小）
　佐藤　　浩（米沢市ＰＴＡ連合会・六郷小）
　市川　良和（東置賜地区ＰＴＡ連合会・糠野目小）
　今野　久良（鶴岡市ＰＴＡ連合会・温海中）
　長南　　聡（東田川郡ＰＴＡ連合会・立川中）
　今野　　徹（飽海郡遊佐町ＰＴＡ連合会・蕨岡小）
　横山　美香（天童・東村山地区ＰＴＡ連合会・長岡小）
　川合　隆義（上山市ＰＴＡ連合協議会・上山小）優良

Ｐ
優良ＰＴＡ山形県教育委員会表彰団体

寒河江市立三泉小学校父母と教師の会
山形市立第一小学校奨学会
天童市立寺津小学校ＰＴＡ
山形市立第七中学校ＰＴＡ
最上町立赤倉小学校父母と教師の会
白鷹町立東根小学校ＰＴＡ
小国町立北部小・中学校ＰＴＡ
酒田市立平田中学校ＰＴＡ
酒田市立宮野浦小学校父母と教師の会

山形県ＰＴＡ連合会会長表彰
◇感謝状（県ＰＴＡ連合会役員退任者）
青木　哲志（山形市ＰＴＡ連合会・山七中）
中村　憲史（上山市ＰＴＡ連合協議会・上山小）
野川　晶弘（天童・東村山地区ＰＴＡ連合会・天四中）
田澤　雅宏（最上地区ＰＴＡ協議会・新庄小）
佐藤　　浩（米沢市ＰＴＡ連合会・六郷小）
市川　良和（東置賜地区ＰＴＡ連合会・糠野目小）
米野　智弥（西置賜地区ＰＴＡ連絡協議会・添川小）

今野　久良（鶴岡市ＰＴＡ連合会・温海中）
長南　　聡（東田川郡ＰＴＡ連合会・立川中）
髙橋　満幸（酒田市ＰＴＡ連合会・酒田四中）
今野　　徹（飽海郡遊佐町ＰＴＡ連合会・蕨岡小）
豊島　孝宏（小学校教職員代表・山形南小）
齋藤　賢二（中学校教職員代表・米沢二中）
横山　美香（天童・東村山地区ＰＴＡ連合会・長岡小）
髙橋　和典（山形市ＰＴＡ連合会・附属中）
川合　隆義（上山市ＰＴＡ連合協議会・上山小）

◇表彰状（郡・市ＰＴＡ連合会より推薦）
金山　知裕（山形市ＰＴＡ連合会・附属小）
日野　哲也（山形市ＰＴＡ連合会・楯山小）
小関　和彦（山形市ＰＴＡ連合会・山三中）
太田　新栄（天童・東村山地区ＰＴＡ連合会・寺津小）
奥山　春樹（天童・東村山地区ＰＴＡ連合会・山辺）
渡邉　和茂（天童・東村山地区ＰＴＡ連合会・中山中）
安達　忠行（北村山ＰＴＡ連合会・尾花沢中）
細谷　誠二（最上地区ＰＴＡ協議会・日新小）
加藤　昌彦（最上地区ＰＴＡ協議会・鮭川中）
青木　健一（西置賜地区ＰＴＡ連絡協議会・長井北中）
伊原　　淳（酒田市ＰＴＡ連合会・浜田小）
高橋ルリ子（酒田市ＰＴＡ連合会・酒四中）

第33回全国小・中学校
ＰＴＡ広報紙コンクール入賞校

☆日本ＰＴＡ全国協議会会長賞・山形県ＰＴＡ会長賞
酒田市立松原小学校ＰＴＡ　まつばら

☆佳作・山形県ＰＴＡ会長賞
酒田市立亀城小学校ＰＴＡ　ひなづる

☆日本ＰＴＡ奨励賞・山形県ＰＴＡ会長賞
米沢市立松川小学校ＰＴＡ　まつかわ
高畠町立糠野目小学校ＰＴＡ　まつかわ
酒田市立十坂小学校ＰＴＡ　とさか
酒田市立港南小学校ＰＴＡ　港南
山形市立第六中学校ＰＴＡ　龍山だより
山形市立蔵王第一中学校ＰＴＡ　蔵王嶺
鶴岡市立鶴岡第四中学校ＰＴＡ　金峰

☆山形県ＰＴＡ会長賞
東根市立東根小学校ＰＴＡ　けやきの窓
新庄市立本合海小学校ＰＴＡ　おおやぎ
最上町立向町小学校ＰＴＡ　ＰＴＡ新聞
新庄市立沼田小学校ＰＴＡ　ぬまた
舟形町立堀内小学校ＰＴＡ　水ばしょう
南陽市立赤湯小学校父母と教職員の会　さくら
鶴岡市立大泉小学校ＰＴＡ　ほなみ
鶴岡市立朝暘第一小学校致道会　致道
酒田市立新堀小学校ＰＴＡ　止善（しぜん）
酒田市立浜田小学校ＰＴＡ　ＨＡＭＡＤＡ
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県内から送られてきた支援物資の仕分け作業
（母親委員会とボランティアの皆さん）

Ｐ連役員による物資の提供作業
（亘理町　吉田中・長瀞小）

お母さんと一緒に絵本を探す子どもたち
（東松島市　赤井南小）

支援物資をＰ連会長のトラックに積んで搬送
（宮城県／亘理町・東松島市）

支援物資に喜ぶ子どもたち
（亘理町　吉田中・長瀞小）

ほしい物をほしいだけ提供しました
（東松島市　赤井南小）

東日本大震災
山形県ＰＴＡ連合会の支援活動
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「楽しい子育て全国キャンペーン」三行詩の募集結果
～親子で話そう！家族のきずな・我が家のルール～

《山形県ＰＴＡ連合会から日Ｐ・文科省に推薦された作品》
◎小学生の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

川　西・中郡小（１年）髙橋菜那佳　「�おはなにみずをかけました／おはながうれしいといいました／あしたもわす
れずかけましょう」

赤　湯・赤湯小（３年）細谷　遥奈　「�妹が笑うとお兄ちゃんがわらう／わたしもわらう／お父さん、お母さんもわ
らう／妹のえがおは家族の宝物」

尾花沢・玉野小（10歳）菅野　祐希　「�大地しんで停電になったあの日／ローソクの灯りで心細かったけど／家族み
んながそばにいて、何だか安心した。」

尾花沢・上柳小（４年）小座間建希　「�『おやすみ。あしたね。』／ぼく達家族のねる前のあいさつ／なぜかいい夢見
れるんだ」

米　沢・広幡小（５年）山口　夏輝　「�東京で仕事をしているお父さんが帰ってきた日。／『お母さん！いつもより
一品多いよ。』／会話もはずんで、楽しく、おいしいごはんだね。」

◎中学生の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
小　国・白沼中（１年）小池　直道　「�７年前から続けている朝ご飯の前のぼくの習慣／仏様のご飯上げ。／前は面

倒だったけど、今はしたあと気持ちが落ち着く。」
小　国・白沼中（１年）井上　和樹　「�どんなに忙しくても／夕食は皆で食べるのが　我が家の掟／家族で話す　今

日の出来事／あふれてくるのは　明日のへの家族の絆」
長井・長井北中（２年）舩山　泉美　「『ごはんだよー』の一声で　テーブルに全員集合／食欲と笑顔の確認」
長井・長井北中（３年）小林　瑞希　「親の愛　感じながらも　反抗期」
県立新庄養護（高等部１年）本間　大樹　「いやなこと　しない　言わない　がまんする」
◎保護者・教職員の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
尾花沢・上柳小（保護者）永井　喜理　「一日の　元気のモトは　朝ごはん」
川西・大塚小（保護者）那須虎太郎　「不器用でも　あなたの一生けんめいさ　一番大すき」　
川西・大塚小（保護者）原田　樹哉　「�朝　起きたら『おはよう』／みんなに　大きい声で　元気に言えたら／がん

ばれるね」
長井・豊田小（祖　父）石井　千聖　「かわいいまご　いやがられても／めげずに　つきそう　登下校」
長井・豊田小（保護者）吉田　富美　「一日一回　抱きしめて／幸せのにおい　深呼吸／心がほっこり　あったまる」

※各年度に交通事故による重大事故が発生しています。※今年度は高額の賠償事故が複数ありました。
※登下校、外出時は安全確認の声掛で事故防止を。

••日常生活での不慮の事故に備え安全互助会への加入を今後ともよろしくお願いいたします••

保険金支払い状況　　　　　　　　　　　　（単位：千円）　
傷害事故支払状況 賠償事故支払状況

　 件　数 児童・生徒 ＰＴＡ傷害事故 　 件　数 金　額
平成21年度 2,144 17,284 6,197 平成21年度 59 2,134
平成22年度 1,700 15,384 4,559 平成22年度 54 2,540
平成23年度
（１月末） 1,309 12,133 3,205 平成23年度

（１月末） 55 2,931

　都市化や核家族化、少子化など、子育てや家庭教育を支える地域の環境が変化する中、あらためて、親子の
コミュニケーションなどによって育まれる家族のきずなや、家庭のルールづくりなど、親子で話し合ったり、
一緒に取り組むことの大切さを社会全体で呼びかけていくため、日本ＰＴＡ全国協議会と文部科学省が共催し、
ＰＴＡ等と学校との連携促進を図ることを目指して「三行詩」を募集しました。

山形県ＰＴＡ連合会安全互助会から
　山形県ＰＴＡ連合会安全互助会の運営にあたり、関係各位・保護者の皆様からのご理解ご協力に感謝申し上げ
ます。　昨年の東日本大震災では、大津波や原発事故により多くの方が被災されました。改めて心からお見舞い
申し上げます。山形県ＰＴＡ連合会安全互助会は、県ＰＴＡ連合会とともに、県内に避難された児童・生徒の会
費を免除し、支援体制を取りました。不慣れな移転地での生活不安を少しでも無くし、子どもたちの笑顔が一日
でも早く戻るよう願っています。

PTAやまがた15



あ
と
が
き

◆
今
年
度
は
、
三
月
十
一
日
の
東
日
本

大
震
災
の
復
旧
・
復
興
か
ら
は
じ
ま
り

ま
し
た
。
山
形
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
で
も

早
々
に
緊
急
理
事
会
を
開
き
、
学
用
品

を
中
心
と
し
た
物
資
の
提
供
と
支
援
金

の
募
集
を
開
始
し
ま
し
た
。
◆
県
内
各

地
か
ら
短
期
の
内
に
た
く
さ
ん
の
物
資

が
集
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
山
形
市
Ｐ

連
の
母
親
委
員
会
の
有
志
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
品
目
ご
と
に
仕
分

け
さ
れ
、
そ
の
後
、
宮
城
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
、
仙
台
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
と
連
携

し
、
亘
理
町
、
東
松
島
市
、
仙
台
市
に

県
Ｐ
連
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
搬
送
し
、

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
お
渡
し
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
学
生
服
は
、

県
Ｐ
連
の
渡
邊
副
会
長
の
仲
介
で
岩
手

県
内
の
被
災
者
に
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

◆
義
援
金
は
十
月
末
ま
で
に
約
百
六
十

万
円
ほ
ど
集
ま
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
、

十
一
月
の
理
事
会
で
、「
大
手
の
支
援

団
体
に
託
す
の
で
は
な
く
、
県
内
に
避

難
し
て
い
る
児
童
・
生
徒
・
保
護
者
の

た
め
に
使
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
意
見
に

ま
と
ま
り
ま
し
た
。
◆
物
資
を
提
供
し

て
く
だ
さ
っ
た
保
護
者
や
子
ど
も
た
ち
、

支
援
物
資
を
仕
分
け
し
て
く
だ
さ
っ
た

皆
さ
ん
、
募
金
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
皆
さ
ん
、
等
々
、
多
く
の
方
々
の

善
意
が
結
集
さ
れ
ま
し
た
。
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
◆
被
災
者
へ
の

支
援
は
、
こ
れ
で
終
わ
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
続
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ご
支
援
を
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。�

（
県
Ｐ
連
・
事
務
局
）

平成23年度山形県ＰＴＡ連合会役員名及び事務局員名

役員名 氏　　名 所属地区ＰＴＡ 所属ＰＴＡ 役員名 氏　　名 所属地区ＰＴＡ 所属ＰＴＡ
会 長 武田　岳彦 山形市ＰＴＡ連合会 山 五 中 理　事 大滝　義和 東田川郡ＰＴＡ連合会 余 目 中
副会長 西村　浩一 山形市ＰＴＡ連合会 山 八 中 〃 三国　　守 飽海郡遊佐町ＰＴＡ連合会 西遊佐小
〃 渡邊　重信 西置賜地区ＰＴＡ連絡協議会 小 国 小 〃 佐藤　淳一 県小学校教職員代表 楯 岡 小
〃 阿部　雅之 酒田市ＰＴＡ連合会 富士見小 〃 島津　真一 県中学校教職員代表 米 一 中
〃 元木　朗博 北村山ＰＴＡ連合会 楯 岡 中 〃 髙橋　裕美 山形市ＰＴＡ連合会 みはらしの丘小

理 事 齋藤　忠雄 上山市ＰＴＡ連合協議会 上 北 中 〃 繁村　弘美 西置賜地区ＰＴＡ連絡協議会 小 国 小
〃 高橋　徳彦 天童・東村山地区ＰＴＡ連合会 長 崎 小 監　事 尾形　吉則 山形市ＰＴＡ連合会 滝 山 小
〃 田宮　信明 西村山ＰＴＡ連合会 陵 南 中 〃 鈴木　義満 天童・東村山地区ＰＴＡ連合会 長 崎 小
〃 長沼　　建 最上地区ＰＴＡ協議会 新 庄 小 〃 山本　正博 山形市ＰＴＡ連合会 金 井 小
〃 五十嵐昭彦 米沢市ＰＴＡ連合会 西 部 小 事務局長 鈴木　幹雄 山形市ＰＴＡ連合会 事 務 局
〃 下平　英和 東置賜地区ＰＴＡ連合会 沖 郷 小 事務局員 佐藤　靜子 〃 〃
〃 菊池　健一 鶴岡市ＰＴＡ連合会 羽 黒 中 〃 熊谷　慶子 〃 〃

第44回　東北ブロック研究大会酒田・飽海大会のご案内
　

こ
の
た
び
、
平
成
二
十
四
年

度
㈳
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会

第
四
十
四
回
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
研

究
大
会
酒
田
・
飽
海
大
会
兼
ね

て
、
第
六
十
四
回
山
形
県
Ｐ
Ｔ

Ａ
研
修
大
会
酒
田
・
飽
海
大
会

が
酒
田
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
及
び

飽
海
郡
遊
佐
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

の
主
管
の
も
と
、「
築
こ
う　

笑
顔
溢
れ
る
未
来
を　

育
も
う

　

公
益
の
心
を　

つ
な
ご
う　

家
庭
・
学
校
・
地
域
を
」
を
主

題
に
掲
げ
、
平
成
二
十
四
年
九

月
八
日
（
土
）
九
日
（
日
）
の

両
日
、
酒
田
市
及
び
遊
佐
町
で

開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
、
東
北
各
県
と
仙

台
市
の
七
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
単
位

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
、
約
一
八
五
〇

名
が
集
ま
り
、
日
頃
の
研
修
や

実
践
成
果
を
持
ち
寄
り
、
広
い

視
野
か
ら
、
課
題
に
つ
い
て
研
究
討

議
と
情
報
交
換
を
行
っ
て
研
鑽
し
、

交
流
と
理
解
を
深
め
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

の
充
実
に
寄
与
し
、
望
ま
し
い
活
動

の
実
践
を
め
ざ
す
こ
と
を
目
標
に
し

て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
二
年
二
月
に
、
本
大
会

の
第
一
次
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ

準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

大
会
当
日
は
、
第
七
分
科
会
ま
で
を

酒
田
市
及
び
遊
佐
町
の
会
場
に
分
か

れ
て
行
い
、
大
会
二
日
目
の
全
体
会

を
酒
田
市
民
会
館
希
望
ホ
ー
ル
に
て

開
催
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
二
十
三
年
度
の
東
北
Ｐ
Ｔ

Ａ
秋
田
大
会
は
東
日
本
大
震
災
に
よ

り
、
大
会
日
程
を
一
日
開
催
に
変
更

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
員
が
被
災
さ
れ
、
大
変
な
思
い

を
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

本
大
会
は
、
例
年
以
上
に
元
気
に
笑

顔
の
あ
る
大
会
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
多
数
の
ご
参

加
、
ご
協
力
を
頂
き
ま
す
よ
う
ご
案

内
申
し
上
げ
ま
す
。

研究大会実行委員長
佐　藤　隆　之
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